








要約:神経芽細胞腫マス・スクリーニングは,尿中カテコールアミン代謝物である VMA,HVA

を指標として,全国的に実施されているが,その方法については,VMA 定性検査に変わり,精

度の高い HPLC による定量検査が普及してきている 1～3。 

試料としては,ろ紙尿と生尿とが用いられているが,いずれの場合においても,一回尿を試

料として,検査を行っているため,尿中 VMA,HVA の日内変動は,判定を行う上で問題となる。 

そこで今回スクリーニングの対象となる生後 6か月から 1才までの正常乳児及びスクリー

ニングで発見された神経芽細胞腫患児について,尿中 VMA,HVA の日内変動を検討した結果,

正常乳児の尿中 VMA,HVA 値は,クレアチニン補正値で表わす限り,日内変動は認められなか

ったが,患児においては,一定の排泄リズムは認められないものの,VMA,HVA 値の変動は大

きく,カットオフ値付近で発見された患児では,VMA,HVA 値がともに,カットオフ値を下ま

わることがあった。 


